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１．研究目的 

格子 QCD 第一原理計算に基づいて理論的に現実的な核力・ハイペロン力を決定する。 
２．研究成果の内容 

平成２８年度、せっかく配分していただいた計算時間を全く利用する事が出来ません

でした。申し訳ありません。平成２７年度以前に K computer, FX-100@RIKEN と連携

して計算した現実的な核力・ハイペロン力（偶パリティセクタ）の統計が向上してき

ているので、そちらに関する学術論文・学会発表を項目５にいれます。 
３．学際共同利用として実施した意義 

核力・ハイペロン力を格子 QCD を使って計算するための計算量やデータ量は膨大であ

り、HA-PACS 級のスーパーコンピュータの利用が必須である。 
４．今後の展望 

負パリティセクタの核力・ハイペロン力、LS 力・反対称 LS 力の格子 QCD による生

成を行う。 
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(3)その他 
 
使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ○ 3800 node 時間(32 node que) 

HA-PACS/TCA ○ 200 node 時間(32 node que) 

COMA ○ 240 node 時間(32 node que) 

※配分リソースについては 32node 換算時間をご記入ください。 

 
 


